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出展者募集中

■ 名　　称 ：
■ 日　　時 ：
■ 会　　場 ：
■ 開催規模 ：
■ 主　　催 ：
■ 後　　援 ：

■ 特別協力 ：

■ 協　　賛 ：

■ 入 場 料 ：
■ 事 務 局 ：
■ 来場見込 ：
■ 併催催事 ：

開催
会場 科学技術館

■ 名　　称 ：
■ 日　　時 ：

■ 会　　場 ：

RADIEX in Fukushima
2014年
10月30日（木）～31日（金）
10：00～16：00
郡山カルチャーパーク
 第５駐車場
（郡山市安積町成田字東丸山61番地）

■ 開催規模 ：
■ 主　　催 ：
■ 共　　催 ：
■ 入 場 料 ：
■ 事 務 局 ：

40社程度
環境新聞社
郡山市
無料
環境新聞社事業部

サテライト版（オプション展）

間口　10m
奥行　 5 m

1区画のサイズ

間口　10m
奥行　 5 m

1区画のサイズ

間口　5,400㎜（3間）
奥行　3,600㎜（2間）
高さ　1,800㎜

テントの形状

81,000円（税込）／1区画
スペース区画

118,800円（税込）／1区画
テント付区画

環境放射能対策・
廃棄物処理国際展
環境放射能対策・
廃棄物処理国際展

─ 復興事業と連携した環境放射能対策へ！ ─

Radioactive Decontamination &
Radioactive waste Disposal International Exhibition

開催
会期 2014年9月24日（水）～26日（金）

RADIEX2014（東京会場：科学技術館） RADIEX in Fukushima（オプション）
出展者

来場者

RADIEX2014（環境放射能対策・廃棄物処理国際展）

除染技術
除染機器・装置 等

中間貯蔵施設
最終処分場
施工関係 等

放 射 能 対 策

総　　合

国・自治体 関係事業者 教育・研究機関 県・市町村 県下事業者 住　民

パブリック

放射性物質汚染廃棄物処理

デモンストレーション
※

展　　示※

※「RADIEX in Fukushima」は、東京会場：科学技術館で開催する「RADIEX2014」本体のオプション展として実施します。
　東京会場の出展者が引き続き福島会場でデモンストレーションや展示を行なうイメージです。

展示
エリア

放射能対策や
放射性物質汚染廃棄物処理に
関する機器製品 等

デモンストレーション
※

デモ
エリア

RADIEX2014（環境放射能対策・廃棄物処理国際展）
2014年9月24日（水）～26日（金）　10：00～17：00
科学技術館展示ホール（東京都千代田区北の丸公園２番１号）
100小間程度
環境新聞社
環境省／復興庁／文部科学省／農林水産省／経済産業省／
国土交通省／福島県／独立行政法人 国立環境研究所／
独立行政法人 日本原子力研究開発機構／独立行政法人 放射線医学総合研究所
一般財団法人 日本環境衛生センター／一般社団法人 土壌環境センター／
公益財団法人 産業廃棄物処理事業振興財団／
公益財団法人 日本産業廃棄物処理振興センター／
公益社団法人 全国産業廃棄物連合会／
一般社団法人 日本環境測定分析協会
一般社団法人 環境衛生施設維持管理業協会／環境放射能除染学会／
公益財団法人 原子力バックエンド推進センター／
除染・廃棄物技術協議会／
公益社団法人 全国都市清掃会議／中央労働災害防止協会／
一般社団法人 日本環境衛生施設工業会／
一般財団法人 日本クリーン環境推進機構／
一般社団法人 日本産業機械工業会／
一般社団法人 日本廃棄物コンサルタント協会／
公益財団法人 日本分析センター／
一般社団法人 廃棄物処理施設技術管理協会／
一般社団法人 廃棄物資源循環学会／
公益財団法人 廃棄物・3R研究財団　（順不同）
無料
環境新聞社事業部
10,000人（昨年：9,921人）
RADIEXフォーラム2014

（申請予定）

（申請予定）

（申請予定）

Radioactive Decontamination &
Radioactive waste Disposal International Exhibition

■出　展　料　324,500円（税込）
■小間の形状　

■申込締め切り　2014年 4月30日 ㈮

■出　展　料　324,500円（税込）
■小間の形状　

■申込締め切り　2014年 5月30日 ㈮

（間口）3000㎜
（奥行）2000㎜
（高さ）2400㎜

水
ビ
ジ
ネ
ス
に
機
会

―
―
環
境
問
題
の
中
で
も

特
に
、
水
問
題
の
深
刻
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
世
界
の
水
問
題
に
詳
し

い
吉
村
さ
ん
に
今
後
の
世
界

の
水
問
題
と
水
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
い
て
概
観
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

吉
村

人
口
の
増
加
、
経

済
発
展
に
よ
り
世
界
の
水
需

要
は
将
来
確
実
に
増
え
て
い

き
ま
す
。
一
方
で
、
水
資
源

は
足
り
な
く
な
り
、
各
地
で

水
の
偏
在
化
が
起
こ
り
ま

す
。
量
と
質
、
そ
し
て
タ
イ

ミ
ン
グ
の
３
つ
が
合
致
し
な

け
れ
ば
、
水
は
資
源
と
し
て

活
用
で
き
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
は
水

資
源
と
し
て
は
全
く
貢
献
し

な
い
わ
け
で
す
。

こ
う
し
た
深
刻
な
水
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
世
界

の
水
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
は
２
０

５
０
年
に
は
約
１
０
０
兆
円

規
模
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
１
９
５

７
年
の
水
道
法
、
７０
年
の
水

質
汚
濁
防
止
法
の
施
行
に
よ

り
、
水
処
理
技
術
の
進
歩
が

始
ま
り
ま
し
た
。
上
下
水
道

は
整
備
さ
れ
、
今
で
は
こ
う

し
た
施
設
の
改
築
・
更
新
や

維
持
管
理
が
必
要
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
一
方
、
世
界

に
は
上
下
水
道
の
整
備
も
ま

ま
な
ら
な
い
国
や
地
域
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
国
・
地
域
に
、
日
本
が

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
大
い
に
役
立

ち
ま
す
。
そ
こ
で
０７
年
頃
か

ら
国
を
挙
げ
て
、
水
ビ
ジ
ネ

ス
で
世
界
に
貢
献
し
て
い
こ

う
と
い
う
動
き
が
活
発
化
し

て
き
ま
し
た
。

「
琵
琶
湖
モ
デ
ル
」

世
界
に
発
信

―
―
世
界
の
水
問
題
解
決

に
は
日
本
企
業
の
果
た
す
べ

き
役
割
は
大
き
く
、
独
自
の

技
術
を
持
つ
中
小
企
業
に
も

そ
の
役
割
を
担
う
チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

滋
賀
県
に
本
社
の
あ
る
日
吉

は
、
創
業
時
よ
り
琵
琶
湖
の

水
質
保
全
の
た
め
の
水
処
理

事
業
や
環
境
分
析
事
業
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
滋
賀
県

で
は
昨
年
３
月
、
官
民
連
携

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
し

が
環
境
水
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
が
設
立
さ
れ
、

水
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
海
外
展

開
に
官
民
挙
げ
て
取
り
組
も

う
と
し
て
い
ま
す
。

村
田

滋
賀
県
の
シ
ン
ボ

ル
的
な
存
在
で
あ
る
琵
琶
湖

で
は
、
６０
年
代
後
半
か
ら
水

質
が
悪
化
し
始
め
、
特
に
富

栄
養
化
が
深
刻
化
し
ま
し

た
。そ
う
し
た
中
、県
民
、
企

業
、大
学
、行
政
の
４
者
が
連

携
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
琵
琶
湖
の
水
質
保
全

や
水
質
改
善
に
取
り
組
み
、

共
に
知
識
や
技
術
、
経
験
の

創
出
・
共
有
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
こ
こ
で
蓄
積
し
て
き

た
も
の
を「
琵
琶
湖
モ
デ
ル
」

と
呼
び
、
世
界
に
発
信
し
て

い
け
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
現
在
、
当
社

も
含
め
て
１
０
４
社
・
団
体

が
会
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
活
動
と
し
て

は
、
現
地
の
課
題
や
ニ
ー
ズ

を
掘
り
下
げ
、
企
業
だ
け
で

な
く
行
政
の
取
り
組
み
や
住

民
の
環
境
学
習
な
ど
も
合
わ

せ
て
国
別
に
解
決
策
を
提
案

し
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
事
業
な
ど
も
活
用
し

外
部
資
金
の
獲
得
も
目
指
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
滋
賀
県
は
ア
ジ
ア

の
都
市
間
連
携
事
業
を
進
め

よ
う
と
し
て
お
り
、
昨
年
に

は
中
国
・
湖
南
省
、
台
湾
・

台
南
市
と
の
間
で
覚
書
が
締

結
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
ベ

ト
ナ
ム
や
タ
イ
、
イ
ン
ド
な

ど
の
都
市
と
も
連
携
を
目
指

し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

吉
村

日
本
企
業
の
最
大

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
東
南

ア
ジ
ア
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
場

合
、
ロ
ー
コ
ス
ト
で
ロ
ー
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
か
つ
ハ
イ
ス

ピ
ー
ド
で
相
手
国
の
ニ
ー
ズ

に
丁
寧
に
応
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
こ
れ
は
大
企
業
で

は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と

で
、
中
小
企
業
に
こ
そ
強
み

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ナ
ガ
オ
カ
ス
ク
リ
ー
ン
で

有
名
な
ナ
ガ
オ
カ
（
大
阪
府

貝
塚
市
）
が
中
国
で
成
功
し

て
い
る
理
由
は
、
現
地
が
最

も
ほ
し
が
っ
て
い
る
水
源
開

発
に
的
を
絞
っ
た
こ
と
で

す
。
目
詰
ま
り
し
な
い
ナ
ガ

オ
カ
ス
ク
リ
ー
ン
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
使
っ

て
い
た
ポ
ン
プ
が
使
え
ま

す
。
そ
こ
に
、
薬
品
・
電
気

を
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
水

処
理
装
置
も
売
り
込
み
、
業

績
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
相

手
の
レ
ベ
ル
と
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
、
中

小
企
業
が
海
外
で
成
功
す
る

秘
訣
で
す
。

日
吉
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

生
物
検
定
法
「
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｕ

Ｘ
」
も
、
従
来
の
機
器
分
析

に
比
べ
、
低
価
格
で
迅
速
に

高
精
度
の
検
査
結
果
が
得
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
途
上

国
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

―
―
日
吉
で
は
、
海
外
か

ら
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
と

と
も
に
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
ね
。

村
田

当
社
で
は
、「
環

境
問
題
に
国
境
な
し
」
と
い

う
考
え
の
も
と
、
８０
年
代
か

ら
イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
台
湾
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
な
ど
２０
カ
国
か
ら
２

０
０
名
以
上
の
研
修
生
を
受

け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た

大
学
と
の
関
係
強
化
に
努
め

て
お
り
、
国
内
も
合
わ
せ
る

と
４０
大
学
と
共
同
研
究
や
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
数

名
の
共
同
研
究
者
が
当
社
と

の
研
究
で
学
位
を
取
得
し
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
人
材
育
成
に
よ

る
国
際
貢
献
と
海
外
へ
の
事

業
展
開
が
評
価
さ
れ
、
昨

年
、
経
済
産
業
省
の
「
が
ん

ば
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
３
０
０
社
」
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

生
物
検
定
法
の

公
定
法
化
に
注
力

―
―
具
体
的
な
海
外
展
開

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。村

田

イ
ン
ド
や
ベ
ト
ナ

ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
中
国
、

台
湾
な
ど
で
、
環
境
分
析
を

ベ
ー
ス
と
し
た
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
事
業
や
排
水
処
理
施
設

の
維
持
管
理
事
業
な
ど
へ
の

進
出
を
考
え
て
い
ま
す
。
イ

ン
ド
の
当
社
初
の
海
外
子
会

社
に
は
こ
の
ほ
ど
、
分
析
室

を
設
立
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
国
々
で
は
、
こ

れ
ま
で
自
国
で
は
行
っ
て
い

な
い
、
ま
た
は
で
き
な
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ

が
、
０４
年
に
発
効
し
た
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約
を
契
機
に

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

残
留
性
有
機
汚
染
物
質
（
Ｐ

Ｏ
Ｐ
ｓ
）
対
策
で
す
。
具
体

的
に
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な

ど
の
測
定
分
析
業
務
で
、
先

ほ
ど
吉
村
さ
ん
に
紹
介
い
た

だ
い
た
「
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｘ
」
の

導
入
で
す
。
生
物
検
定
法
は

日
本
や
欧
米
で
す
で
に
導
入

さ
れ
、
高
い
評
価
と
多
く
の

実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
０５
年
、「
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｕ

Ｘ
」
が
公
定
法
に
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
社
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
国
際
貢
献
活
動
に

よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
、
生
物
検
定
法
を
新
興
国

で
も
公
定
法
化
す
べ
く
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
現
在
、
手
さ

ぐ
り
で
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
生
物
検
定
法
の
国
際
標
準

化
で
す
。
経
済
産
業
省
が
進

め
る
、
迅
速
な
国
際
提
案
を

図
る
制
度
で
あ
る
ト
ッ
プ
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
制
度
の
利
用
も

検
討
中
で
す
。

吉
村

国
際
標
準
を
と
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
技

術
が
世
界
で
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
国
際
標
準
は
海

外
展
開
を
支
え
る
重
要
な
ツ

ー
ル
で
す
が
、
大
企
業
で
も

困
難
を
伴
い
ま
す
。
私
も
上

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
国
際
標

準
化
（
Ｔ
Ｃ
２
２
４
）
に
つ

い
て
、
水
道
部
門
の
代
表
と

し
て
携
わ
っ
た
経
験
が
あ
り

ま
す
。
国
際
標
準
化
を
進
め

る
に
は
１
カ
国
だ
け
で
は
だ

め
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る

国
と
協
力
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
幹

事
国
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
国
内
的
に
は
、
１

社
で
は
な
く
仲
間
を
作
っ

て
、
役
所
に
働
き
か
け
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

中
小
企
業
に

訓
練
・
経
験
の
場
を

―
―
排
水
処
理
施
設
の
維

持
管
理
事
業
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
す
か
。

村
田

排
水
処
理
施
設
の

維
持
管
理
に
加
え
、
水
質
分

析
や
薬
剤
の
供
給
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
廃
棄
物
処
理
を

合
わ
せ
た
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ

ス
の
展
開
を
考
え
て
い
ま

す
。
海
外
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
で

は
、
一
気
通
貫
で
の
サ
ー
ビ

ス
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
た
だ
、
日
本
の
中
小

企
業
は
そ
う
し
た
ト
ー
タ
ル

サ
ー
ビ
ス
の
経
験
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
自
治
体

が
音
頭
を
と
っ
て
、
そ
う
し

た
訓
練
、
経
験
の
場
を
提
供

し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が

た
い
で
す
。

日
本
同
様
、
海
外
に
も
民

需
と
官
需
が
あ
り
ま
す
。
イ

ン
ド
で
は
民
需
が
か
な
り
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

イ
ン
ド
の
子
会
社
で
は
ま

ず
、
民
需
で
実
績
を
積
ん
だ

あ
と
、
官
需
に
出
て
い
く
の

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

現
地
の
日
系
企
業
に
は
環

境
対
策
に
関
し
て
、
お
困
り

の
こ
と
、
煩
わ
し
い
業
務
が

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
解
決
を
当
社
が
一
手
に

引
き
受
け
て
地
元
企
業
と
の

橋
渡
し
な
ど
を
行
い
た
い
。

し
か
し
、
地
元
企
業
の
仕
事

を
奪
う
よ
う
な
こ
と
は
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
現
地

の
企
業
と
連
携
し
な
が
ら
当

社
し
か
で
き
な
い
独
自
の
技

術
で
貢
献
で
き
れ
ば
よ
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

現
地
の
環
境
や
企
業
・
工
場

の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
つ

か
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
環
境
測
定
・
分
析

事
業
か
ら
始
め
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

最
先
端
の
顧
客
情
報

つ
か
み
対
応
す
る
力
を

吉
村

世
界
各
国
、
主
要

都
市
に
は
、
日
本
の
商
工
会

議
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を

う
ま
く
活
用
し
て
、
日
系
企

業
の
工
場
長
や
管
理
職
か
ら

本
音
を
聞
き
出
す
こ
と
が
必

要
で
す
。彼
ら
に
は
、本
社
に

頼
ん
で
も
、
地
に
つ
い
た
活

動
や
支
援
を
し
て
く
れ
な
い

と
い
う
不
満
が
あ
り
ま
す
。

環
境
測
定
に
始
ま
り
、
水

処
理
の
運
転
・
管
理
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
、
薬
剤
、
省
エ

ネ
、
さ
ら
に
は
廃
棄
物
処
理

な
ど
、
こ
れ
ら
は
日
吉
が
日

本
で
長
年
培
っ
て
き
た
も
の

で
す
。
ま
ず
は
、
リ
ス
ク
の

少
な
い
日
系
企
業
の
悩
み
を

聞
き
、
そ
れ
を
解
決
す
る
こ

と
で
実
績
を
積
み
上
げ
て
い

く
こ
と
で
す
。

戦
国
時
代
の
武
将
は
近
江

商
人
を
重
用
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、

生
き
て
い
る
情
報
を
直
接
聞

き
た
い
か
ら
で
す
。
近
江
商

人
は
生
き
た
情
報
に
通
じ
て

い
ま
し
た
。
日
吉
も
最
先
端

の
顧
客
の
情
報
を
直
接
つ
か

み
、
そ
れ
に
す
ぐ
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

人
材
育
成
が
重
要
に
な
り
ま

す
。村

田

人
材
育
成
と
い
う

点
で
は
、
会
社
と
し
て
社
員

の
資
格
取
得
を
奨
励
し
、
支

援
し
て
い
ま
す
。
当
社
の
社

員
は
３
０
０
名
足
ら
ず
で
す

が
、
資
格
の
延
べ
数
は
１
５

０
０
以
上
で
す
。
資
格
取
得

の
た
め
に
は
努
力
が
必
要
で

す
の
で
、
取
得
す
る
と
社
員

の
顔
つ
き
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
ね
。

こ
れ
ま
で
２０
年
余
り
海
外

か
ら
研
修
生
を
受
け
入
れ
て

き
ま
し
た
が
、
国
際
貢
献
活

動
の
域
を
出
ず
、
技
術
者
と

し
て
継
続
し
根
付
か
な
い
と

い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
ま
し

た
。や

は
り
、
わ
れ
わ
れ
自
身

が
海
外
事
業
と
し
て
積
極
的

に
出
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
一
昨

年
か
ら
は
、
若
手
社
員
の
海

外
派
遣
を
始
め
ま
し
た
。
グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
に

は
、
英
語
な
ど
の
語
学
力
だ

け
で
な
く
、
知
識
や
技
術
力

に
加
え
交
渉
力
も
あ
る
人

材
が
必
要
で
す
。
私
ど
も
企

業
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
大

学
に
お
い
て
も
、
Ｉ
Ｑ
（
知

能
指
数
）
の
み
で
な
く
Ｅ
Ｑ

（
心
の
知
能
指
数
）
が
高
い
、

目
的
意
識
を
も
っ
た
人
材

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。私

ど
も
日
吉
は
、
現
地
で

も
社
会
立
社
・
技
術
立
社
の

社
是
の
も
と
技
術
の
研
鑽
に

励
み
人
と
人
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、
社
会
貢
献
を
実

現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

深
刻
な
公
害
問
題
を
克
服
し
た
日
本
。
そ
の
経
験
が
、
途
上
国
な
ど
の
環
境
対
策
に
欠
く
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
核
を
担
う
の
が
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業

だ
。
人
口
増
加
や
気
候
変
動
な
ど
に
よ
り
、
今
後
地
球
規
模
で
の
環
境
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
環
境
の
悪
化
を
食
い
止
め
、
改
善
す
る
た
め
に
、
日
本
企
業
が
持
つ
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
へ
の
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
大
企
業
ば
か
り
で
な
く
中
小
企
業
も
含
め
た
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
だ
。
そ
こ
で
、
中
小
企
業
で
あ
り
な
が
ら
、
環
境
分
析
を
軸
に
国
内
外
で
環

境
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展
開
す
る
日
吉
（
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
）
の
村
田
弘
司
社
長
と
、
国
内
外
の
環
境

問
題
お
よ
び
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
動
向
に
詳
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
吉
村
和
就
代
表

に
、
日
本
の
中
小
企
業
が
海
外
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
で
成
功
す
る
た
め
の
課
題
や
展
望
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
い
た
だ
い
た
。

（
野
田
宜
践
）

出 席 者
日吉社長

村田 弘司 氏
グローバルウォータ・ジャパ
ン代表

吉村 和就 氏

ベトナムの環境技術研究所と研究開
発に関する覚書を締結（今年４月）

日吉インディアの外観

対対
談談
中
小
企
業
に
お
け
る
海
外
進
出
の
展
望

環環境境ビビジジネネスス通通じじ世世界界にに貢貢献献をを

吉吉 村村 氏氏

相
手
国
の
ニ
ー
ズ

に
丁
寧
な
対
応
を

独
自
技
術
で
地
元
企
業
と
連
携
村
田
氏

日
系
企
業
の
悩
み
解
決
し
実
績
を
吉
村
氏

村村 田田 氏氏

環
境
の
ト
ー
タ
ル

サ
ー
ビ
ス
展
開
へ

（6）【特集企画】平成26年（2014年）4月30日（水曜日）（第３種郵便物認可） （毎週水曜日発行）


